
 

子どもが育つ 

 

校長 丸 岡 哲 也 

 

 ４月に入り、温かい日差しを受けて、グラウンドの縁側の雪山はまだ残っているもの

の、中心部の大半で土が見えてきました。道の脇には黄緑色のふきのとうが咲き、これか

ら草木の緑が増え、一層春らしくなっていきます。 

 

 ８日（月）に新学期が始まり、学年が一つ上がりました。２年生以上は始業式、１年生

は入学式に臨みました。新たな目標や希望を持って、新学期を迎えたことでしょう。昨年

度一年に学んだことや経験したこと、身に付けたことを土台に、学年が一つ上がることは

どういう意味があるのかを考えて、一人一人が、そして、学年のまとまりとして、成長す

ることを願っています。 

 古平小学校の重点テーマを「子どもが育つ」としました。学校ではこれまで当たり前に

捉えていた「子どもを育てる」の主語は学校・教師です。子どもが育つようにするのが学

校であるのは変わりありませんが、子どもを主語にした「子どもが育つ」学校づくりを進

めていきたいと考えています。 

  子どもたちの 10 年後、20 年後は、社会構造や雇用環境が大きく、急速に変わり、子ど

もが、答えのない問いに立ち向かい、自分のよさや可能性を認識し、多様な立場の者と協

働的に議論し、様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となるための資質

・能力を育成することが求められています。つまり、子どもたちが、言われたことだけを

やっていたり、教えられたことを覚えたりできるようになったりするだけではなく、子ど

もが学びや活動の当事者となって、主体的に考えたり、自分の考えで選んだり判断したり

する力が大切になります。 

 授業では、自分で進められるときはどんどん学習を進めていいことがあります。友達と

一緒に考えたいな、先生に教えてもらおうと自分で勉強の仕方を選ぶこともあります。極

端に言うと、先生方は、少し子どもたちに任せてみようとして、何もしないこともありま

す。もちろん、子どもの状況を見て、困っていることがあったら助けていきます。「子ど

もを育てる」こともします。 

 しかし、人は誰もが一人だけで頑張れるものではありません。分からないことやできな

いことがあったら、「～～が分かりません。」「……ができません。」が言え、それを肯

定的に受け入れる学校の風土づくりも併せて進めていきます。そして、周りの友達や先生

方を頼ったり、友達を助けたりしながら、人と人が関わることを通して、子どもたちが将

来大人になって大変だなと思った時もそれを乗り越えられるようになってほしいと考え

ています。 

 新入生 18 名と転校生を含めた 82 名で、学校の一年の教育活動を進めてまいります。

新学期の始まりに当たり、学校へのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 
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【教育目標】 
『勇気ある子ども』（全体目標） 
〇「自分で考える子」（知） 

 〇「思いやりのある子」（徳） 
 〇「たくましい子」（体） 

◆令和6年度重点テーマ  「 子どもが育つ 」 

【育てる子どもの姿】  

 自分なりに考え、友達と深め、よりよく課題を解決する子ども 
 自分のよさを感じ、自分を大切にし、友達や他を大切にする子ども 

～4月生活目標～ 

友だちや先生が話しているときは、話を最後まで聞こう。 
 

本年度、５名の職員を新しく迎えましたので、

御紹介します。 

◎桑田 信之 教頭 

（前任校：千歳市立北陽小学校） 

 石狩管内千歳市立北陽小学校から参りまし

た 桑田 信之 と申します。石狩管内に異

動する前は、後志管内で 12 年間お世話になっ

ていました。 

恩返しの思いを持って、子どもたちのた

め、古平町のため、精一杯頑張ります。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

◎江田 隆寛 教諭 

（前任校：岩内町立岩内西小学校） 

岩内町立岩内西小学校からまいりました。こ
れまで海の街を転々としていますが、古平から
見る海もまたいいもんだなぁと感じています。  
着任式での子どもたちの整列、座り方、あい

さつすべて素晴らしく、私も襟を正して全力で
頑張ろうという気持ちになっています。 
 子どもたちが楽しく、安心して過ごせるよう
全力を尽くしますので、どうぞよろしくお願い
いたします。 

◎屋代 光友希 教諭 

（前任校：蘭越町立蘭越小学校） 

蘭越町立蘭越小学校からまいりました。屋代
光友希です。小樽で育ちましたが、実家は天狗
山の方で…海に近い古平小学校に勤務できる
ことを楽しみにしていました。 
子どもたちはハツラツとしていて人懐っこ

く、初日からたくさん話しかけてくれました。
古平小学校の子どもたちがこれからも楽しく
学校生活を送ることができるよう、全力を尽く
します。よろしくお願いいたします。 

◎稲吉 健太 教諭 

（前任校：愛知県立小坂井高等学校） 

愛知県の愛知県立小坂井高等学校から来ま
した学習支援担当の稲吉健太と申します。 
北海道に住むのは初めてで、山が雪で白くな

っているのがとてもきれいで通勤しながらと
てもうれしい気持ちになります。 
また運動するのが大好きなので子どもたち

と一緒に元気に活動していくのが楽しみです。
一生懸命取り組んでいきますので、よろしくお
願いいたします。 

◎間所 夏生 事務職員 

（前任校：島牧村立島牧小学校） 

島牧村立島牧小学校からまいりました。事務
職員の間所夏生と申します。蘭越町出身で同じ
後志管内の古平小学校でお仕事をさせていた
だけて大変嬉しく思っております。事務職員と
いう立場から、子どもたちの学習のサポートや
学習環境がより良くなるように努めて参りま
す。 
元気な古平小学校の子どもたちと一緒に私

自身も成長していけたらと思っております。ど
うぞよろしくお願いいたします。 

17 日（水）５校時に、『全校参観日』を実施いたし
ます。４月学級開き当初、新たな担任のもとで学びに
向かうお子さんの様子をぜひご覧ください。 
また、同日、PTA 総会も合わせて開催されます。総

会後には各学級で学級懇談もありますので、たくさん
の方のご参加をお願いいたします。 

街頭指導ありがとうございます！ 

古平建設協会：4/8 から 4/11 まで 

古平町交通安全指導員：4/9､11､15 の 3 日間 

子どもたちの安全のために、ありがとうございます！ 


